JIS F制定及び改正原案の概要
（財）日本船舶技術研究協会
　　　標準部会議決（2006年3月7日）→国土交通大臣宛提出（3月中）→日本工業標準調査会での審議（8月頃）→事前意図公告等を経て官報公示（12月頃）　　

	規格番号
	規格の名称
	制定又は改正の趣旨

	JIS F
	船舶及び海洋技術―機関区域の可燃性油からの漏油による火災防止
	この規格は，機関区域に装備する可燃性油（燃料，潤滑油，油圧作動油など）を用いた装置からの可燃性油の漏えいが発火源となる火災を防止するために必要な取るべき対策について，IMO/MSC/Circular 647，“可燃性液体装置からの漏えいを最小限にするための指針”及び これを補足するために発効されたIMO/MSC/Circular851“燃料油，潤滑油及びその他の油に対する規則”を関係者が遵守するためのガイダンス又は補足事項として活用するためにTC8/SC3で作成されたISO18770を国内規格として定めるものである。

	JIS F 0036
	造船用語―航海機器―レーダ
	この規格は、船舶用レーダに関わる周辺機器・設備などに関する用語について定めたものであるが、IMO（国際海事機関）でのレーダ関係性能基準採択に伴い，IEC/TC 80（国際電気標準会議／船舶航海及び無線通信装置とシステム専門委員会）において，同性能基準に基づくIEC規格が多数作成された。これらのIEC規格で用いられているレーダに関する用語を選出し，追加又は改正を行った。

変更された主な用語は，次のとおりである。
①Sバンドレーダ　②Xバンドレーダ　③表示分解能　ｃ）LCD

	JIS F 0080
	舟艇―舟艇の識別―番号付与システム
	この規格は、船体の長さ24ｍ以下の舟艇の識別をすることを目的に舟艇製造業者が、舟艇の識別番号として舟艇に付与し、表示物に記載及び搭載するための方法について定めたものであるが、対応国際規格であるISO 10087が2006年に改正されたのに伴い，この規格を，ISO10087に整合させるための改正を行った。主な変更内容は，次のとおりである。

①識別番号の呼び方が、HIN（Hull Identification Number）からCIN（Craft Identification Number）に改めた。

②国名コードは，その表示国を明確化するために製造業者の国名コードとした。

③副にあたるCIN（隠しCIN）の取付け方法は、舟艇製造業者だけが分かる隠れた場所に取り外しのできない内装若しくはぎ装品の下又は機械設備に取り付けることとした。

	JIS F 0102
	舟艇―オーナ用マニュアル
	この規格は、船体の長さ24ｍ以下の舟艇についてその所有者が使用する所有者用の取扱説明書（オーナ用マニュアル）の作成方法記載内容などについて定めたものであるが、対応国際規格であるISO 10240が2004年に改正されたのに伴い，この規格を，ISO 10240に整合させるための改正を行った。今回の改正では，オーナ用マニュアルに記載する事項として主に次の内容が追加されている。
①舟艇の設計区分　②舟艇の主要データ（軽荷状態，喫水，タンク容量など）　③最大搭載人員及び最大搭載量　④浸水，転覆，復原性　⑤ビルジの排出　⑥火災又は爆発　⑦落水防止及び再乗艇　⑧えい航，係留

	JIS F 7335
	船用ホース金物
	この規格は、船のホースの継手元金物、継手、ホースノズルなどの設計、製造要件などについて定めたものであるが、構成部品（ねじ），に係わる関連のJIS規格が改正されたのに伴い実状を考慮し，規定内容の充実を図るための改正を行った。また、SOLAS第II-2章第10規則2.3.3.4に従い、ノズルの形式としてオールパーパス形、ハンドル式、回転式を追加するとともに「船舶消防設備規則」「ノズル」第7条2項に従い、停止装置付き射水及び噴霧両用に関する機能を追加した。

	JIS F 7426
	船用鋳鋼弁
	この規格は、船の配管系統に用いる鋳鋼製のバルブの設計、製造要件などについて定めたものであるが、構成部品（ねじ），使用材料（金属製材料等）に係わる関連のJIS規格が改正されたのに伴い実状を考慮し，規定内容の充実を図るための改正を行った。

	JIS F 8052
	船用絶縁監視装置設計基準
	この規格は，船舶における500V以下の非接地式交流配電系統 及び 24V以下の非接地式直流配電系統に用いられる絶縁監視装置の設計基準について定めたものであるが、2005年にIACSの規定による電源変動の項目に，新たに直流電源の変動範囲の規定が追加されたため，これに従い4.4（制御電源変動）に直流電源の変動値（蓄電池を含む）の項目を新たに追加した（表9及び表10）。

	JIS F 8071
	船用電気設備―第352部：電力系統用ケーブルの選択及び敷設
	この規格は、15kV以下の電力系統に用いる船内ケーブルの選択と敷設に関する基本的要求について定めたものであるが、対応国際規格であるIEC 60092-352が2005年に改正されたのに伴い，この規格を，IEC60092-352に整合させるための改正を行った。主な変更内容は，次のとおりである。

①適用定格電圧は、1000V以下から15kVまで拡大した。
②電線の許容電流は、単心ケーブルの定格電流に，規定の補正係数を考慮して，計算し求めることとしていたが，IEC 60364-5-52に従い、詳細に規定された定格電流表に補正係数を加える方法を附属書Ａとして追加した。
③3.9～3.14にケーブルの構成及び火災性能に関する要求事項を追加した。


